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研究の目的・背景等

「ヒノヒカリ」等の西日本地域で栽培されている水稲では、近年、登熟期間
中の高温の影響で白く濁った未熟粒（白未熟粒）が多発することが問題と
なっている。このため、「ヒノヒカリ」に代わる登熟期が高温でも白未熟
粒の発生が少ない良食味品種が求められていた。

研究の概要

水稲品種「恋の予感」は、登熟期が高温の年でも、白未熟粒の発生が「ヒノ
ヒカリ」よりも少ない。「ヒノヒカリ」よりも多収で、高温に強い品種「に
こまる」よりも穂いもちや縞葉枯病に強い。食味は「ヒノヒカリ」並に良
好である。公募により「ひとたび食べると恋するようなときめきや情熱が溢
れでてくる気持ちになるようなお米になって欲しい」という地域の期待を込
めた名前がつけられた。広島県で奨励品種に採用され、2017年度には、同県
平野部の「ヒノヒカリ」の作付面積の約6割（約3,200 ha）が置き換わる計
画となっている。水稲品種「恋の予感」は西日本の各地の生産現場におい
ても試作が行われており、今後、一層の普及拡大が期待される。

「恋の予感」草姿
高温年(2012年)に収穫された玄米におけ
る整粒（白濁等のないお米）と白未熟粒
との比率
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